
青木小学校の
不足教室対策に関する説明会

横浜市教育委員会事務局施設部

学校計画課

令和６年10月11日（金曜日）夕方の部：16時から

夜の部 ：19時から
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１ 本日の説明会の趣旨
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１ 本日の説明会の趣旨

・青木小学校は現在、通学区域内におけるマンション開発の影響

で児童が増加しており、毎年のように一般教室等の施設の改修を

行っています。

・今後もさらなる開発が見込まれており、より一層の教室不足が

見込まれる状況です。

・教育委員会としても、青木小学校の不足教室対策は喫緊の課題

であると認識しており、具体的な検討を進めることとしました。
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２ 青木小学校の現状
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２ 青木小学校の現状

（１）現在の児童数・学級数

※令和６年５月１日時点

児童数 学級数

一般学級 743人 24学級

個別支援学級 40人 ６学級

計 783人 30学級



7

２ 青木小学校の現状

（２）通学区域図

青木小

【凡例】
●…小学校
◎…中学校
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２ 青木小学校の現状

（２）通学区域内の開発状況

開発所在地 入居年 住宅種類・総戸数
① 鶴屋町１丁目41番 R6 集合分譲住宅・459戸
② 泉町16番５ R7 集合賃貸住宅・16戸
③ 沢渡54番２ R7 集合分譲住宅・36戸
④ 高島台24番1 R7 集合分譲住宅・98戸
⑤ 鶴屋町２丁目９番 R7 集合分譲住宅・80戸
⑥ 台町８番１ R7 集合分譲住宅・80戸
⑦ 松ケ丘47番 R7 集合賃貸住宅・23戸
⑧ 沢渡４番２ R9 集合分譲住宅・53戸
⑨ 栗田谷15番11 R10 集合分譲住宅・70戸
⑩ 桐畑２番 未定 未定

総戸数 915戸

今後開発が想定される場所
JR東日本松ケ丘寮跡地（松ケ丘）
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②

⑨
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２ 青木小学校の現状

（３）今後の児童数・学級数（一般学級）

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

児童数 743 785 787 784 794 800 820

学級数 24 24 24 24 25 26 27

※R6は令和６年５月１日時点の実数、R7以降は令和６年度義務教育人口推計による推計値
※R7以降は、全学年35人学級
※この義務教育人口推計には、前頁の①～⑨のマンション等で新たに入居が予想される児童数を
見込んでいます。

※一般教室として使用可能な教室数は25教室
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２ 青木小学校の現状

（４）今後の児童数・学級数（個別支援学級）
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R6
個別支援学級の児童数・学級数は過去15年間をみ
ると、増加傾向にあり、今後も同じような状況が続
くと見込んでいます。
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２ 青木小学校の現状

（５）施設面

【敷地面積】9,288㎡
【校地面積】2,499㎡
【保有教室】31教室
（内訳）
一般教室として使用可能な教室：25教室
個別支援教室：６教室

青木小学校では、児童の増加に伴い、
毎年のように一般教室への内部改修を
行っています。
グラウンド面積が狭小であるため、仮
設校舎を設置した場合、授業等の学校
運営に支障があるため、慎重な判断が
必要となります。
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３ 今後の取組
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３ 今後の取組

（１）青木小学校 学校運営協議会からの意見書について

令和６年７月19日付で青木小学校運営協議会から教育委員会事務局に対
して意見書が提出されました。

【意見書（要望）内容＜抜粋＞】
・いたずらに教室の改修工事を繰り返すのではなく、まずは青木小学校の教室不足問題を
解消するためのありとあらゆる手段を検討したうえで、対応案を提示してほしい。
・検討にあたっては、地域、保護者、学校等と話し合いを重ねながら、児童を最優先とし
つつも学校及び地域にとって、最善な結果となることを目指して取り組んでいただきたい。

学校運営協議会とは…保護者や地域住民等が一定の権限と責任をもって学校運営に参画することを
通じて、地域に開かれた信頼される学校づくりを進めるとともに、より良い教育の実現を目的に設
置する合議制の機関です。
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３ 今後の取組

「『青木小学校』学校規模適正化等検討部会」を設

置し、青木小学校の学校規模適正化を図るため、具

体的な対応策について検討を行います。
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３ 今後の取組

教育委員会

諮問 答申

〈条例に基づく附属機関〉

設置

横浜市学校規模適正化等検討委員会

意見具申

「青木小学校」学校規模適正化等
検討部会

検討部会とは・・・

学校規模適正化等の検討にあたっては、地
域状況を考慮した具体的な検討を行うこと
を目的とし、必要に応じて、保護者や地域
関係者、学校長等により構成される部会を
設置しています。

・青木小学校の学校規模適正化に関すること

児童増加に伴う不足教室に対応するため、
通学区域の見直しや施設面による対応等、
検討部会でありとあらゆる対応策について、
ご議論いただきます。最終的に検討部会と
して対応案の方向性を意見書に取りまとめ、
学校規模適正化等検討委員会に提出します。

【検討内容】

11 12 24 25 30 31
(学級数)

小規模
校

適正規模校
準適正
規模校

過大規
模校
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３ 今後の取組

検討経過のお知らせ等について

第1回の検討部会は準備が整い次第、開催します。
検討部会における検討経過（内容）は、各回ごとに検討部会
ニュースとしてまとめ、青木小学校の通学区域内の全世帯に
配付します。

皆様から寄せられた御意見は、部会において報告します。
御意見・御質問については、随時受け付けします。
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【問い合わせ先】

横浜市 教育委員会事務局 学校計画課

ＴＥＬ：０４５－６７１－３２５２

Ｅメール：ky-kanagawa2024@city.yokohama.lg.jp

ホームページ：
https://www.city.yokohama.lg.jp/kosodate-
kyoiku/kyoiku/sesaku/tekiseika/aoki-husoku.html
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４ 質疑応答
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